円山動物園　ワークブック　先生用資料




人間と野生動物は環境を共有し利用しあっている事を分かるようになる。
地球上のあらゆる場所に野生動物がいると言う概念を身につける。

　動物園にはキリンやライオンなど外国から来た野生動物がたくさん生活しています。しかし、実はその周りにも多くの野生動物が生活しています。遠くの国にいる動物も自分の身近にいる動物も人間と環境を共有していることを認識し、地球全体での考え方を理解します。

　複数回動物園に来る学校、環境教育活動を校外で楽しくやりたいという学校に適しています。動物園に来て動物園の動物をあまり見ない内容となっていますが、身近な野生動物、人間の生活、外国の野生動物が揃っている環境で実施することにより、地球全体という考え方を理解します。
　　　　　　　　　　
シートについての児童への説明

シートに記入するのは、動物園で飼育している動物以外の動物の種類や、その痕跡（足跡、くもの巣、糞、羽、巣、食痕）、その他気づいたこと等であることを説明します。併せて、野生動物は触れたり脅かしたりしないで観察することも伝えてください。
当日以降の進め方
各々（各班ごと）で野生動物やその動物の痕跡等を探し、シートに、絵や文章でそれらのことについて記入します。
どこにあったか、なにがあったか、気づいたことを発表させた後、自分の家の近くで見
た事があるかを尋ね、自分達が生活している環境は野生動物たちの生活環境でもあること

を話し合います。
円山動物園環境教育教材





教科内でできる環境教育教材














野生動物をさがせ！





対象　小学校低学年以上








目標





背景





このプログラムの特徴





説明・進め方
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